
西
大
寺×

餘
慶
寺 

両
参
り 

『
両
界
マ
ン
ダ
ラ
三
重
塔
巡
り
』 

 

金
陵
山
西
大
寺
と
上
寺
山
餘
慶
寺
の
三
重
塔
は
、
と
も
に
江
戸
期
に
建
立
さ
れ
た
県
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
り

ま
す
。
岡
山
県
三
大
河
川
で
あ
る
吉
井
川
を
挟
ん
で
、
西
の
西
大
寺
三
重
塔
に
は
胎
蔵
界
大
日
如
来
が
、
東
の
餘
慶

寺
三
重
塔
に
は
金
剛
界
大
日
如
来
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
胎
蔵
界
・
金
剛
界
を
あ
わ
せ
た
仏
塔
を
巡
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
な
た
の
両
界
マ
ン
ダ
ラ
が
完
成
し
ま
す
。 

マ
ン
ダ
ラ
に
は
「
円
・
輪
お
よ
び
中
心
と
の
つ
な
が
り
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
互
い
を
調
和
さ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
、
大
日
如
来
の
ご
加
護
を
い
た
だ
く
た
め
、
両
ヶ
寺
の
三
重
塔
を
、
時
計
回
り
で
円
を
描
く
よ
う
に
三
周
し
て 

く
だ
さ
い(

一
周
ご
と
に
正
面
で
合
掌
礼
拝
し
ま
す) 
そ
う
す
る
こ
と
で
大
日
如
来
と
の
ご
仏
縁
が
深
ま
り
ま
す
。 

二
、
お
参
り
の
証
し
と
し
て
、
納
経
所
に
て
御
朱
印
を
お
受
け
下
さ
い(

一
ヶ
寺
五
百
円) 

 

切
絵
の
守
護
札
は
、
二
ヶ
寺
合
わ
せ
る
と
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。
額
な
ど
に
入
れ
て
床
の
間
や
玄
関
等
に
お 

祀
り
し
、
除
災
招
福
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
※
朱
印
帳
に
も
貼
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

     
 

西
大
寺
・
餘
慶
寺
の
仏
様
と
つ
な
が
る
五
つ
の
天
然
石
で
、
調
和
の
力
を
高
め
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
腕
輪
数
珠
が 

作
れ
ま
す
。 

 ① 

赤 
 (

赤
メ
ノ
ウ) 

＝ 

両
ヶ
寺
ご
本
尊
千
手
観
音
（
求
子
円
満
・
出
産
安
全
） 

授
与
所 

西
大
寺
・
餘
慶
寺 

② 
 

＝ 

牛
玉
所
大
権
現
・
金
毘
羅
大
権
現
（
魔
障
消
滅
・
除
災
招
福
） 

授
与
所 

西
大
寺 

③ 

紫 
 (

紫 

水 

晶) 

＝ 

弘
法
大
師 

 
 

 
 

 

（
良
縁
成
就
・
所
願
成
就
） 

授
与
所 

西
大
寺 

④ 
 

＝ 

地
蔵
菩
薩 

 
  

 
 

 

（
商
売
繁
盛
・
金
運
成
就
） 

授
与
所 

餘
慶
寺 

⑤ 

＝ 

薬
師
如
来 

 
 

 
 

 
 

（
身
体
健
全
・
當
病
平
癒
） 

 

授
与
所 

餘
慶
寺 

⑥ 

＝ 

宇 
 

宙 
 

 
 

 
 

（
萬
邦
協
和
・
諸
人
快
楽
） 

授
与
所 

西
大
寺
・
餘
慶
寺 

 

■
授
与
料 

①
～
⑤ 

一
玉 

五
百
円 

※
寺
院
へ
直
接
ご
参
拝
さ
れ
た
方
の
み
の
授
与
品
と
な
り
ま
す
。 

※
五
色
が
揃
い
ま
す
と
、
⑥
の
無
色
水
晶
（
念
珠
ひ
も
セ
ッ
ト
一
袋
五
百
円
）
を
お
求
め 

い
た
だ
き
腕
輪
念
珠
を
仕
上
げ
て
下
さ
い
。（
五
色
の
順
番
や
配
列
は
ア
レ
ン
ジ
可
能
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

金
陵
山 

西
大
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
寺
山 

餘
慶
寺 

合
掌 


